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自己紹介
2016（H28）入局。

和歌山局→京都局→2023年9月 科学・文化部へ

担当：サイバーセキュリティ、消費者問題、ネット広告や偽誤情報

▼地方局での主な担当

・事件取材

（紀州のドンファン死去、餃子の王将実行犯逮捕など）

・防災関係、地域の話題取材

（和歌山県新宮市、京都府京田辺市に各1年駐在）



①暗号資産の闇
番組連動:身近な暗号資産ネタ

• SNS型ロマンス投資詐欺にあった男性を取材

• 男性提供の送金データをもとに追跡

• 暗号資産取引所

• 金融庁に確認

→「DMはまず疑え」

 「追跡できても回収は難しい」

最初は他のテーマも検討：現場優先で構成

• マネーロンダリング・相対屋問題

• ミームコイン



①閑話休題：1か月かけて信用させる

▼ロマンス詐欺の側面

・きっかけはXで送られてきたDM

「私もゴルフが好きなんです」

・LINEに移行し、毎日やりとりして信頼を得る

・当初「胡散臭い話」と疑っていた男性も、1か月以上

おはようからおやすみまで連絡を取る中で、

「試しに1度やってみるか」に。

▼偽ZoomでマルウェアDLさせて暗号資産を窃取する手口も

→どなたか経験談をお持ちの方お話聞かせてください！！



＜取材の流れ＞

• 去年の今頃“パスワード大量流出”をテーマに取材開始

• 証券口座を狙った手口の情報が次々に

→これまでの常識“証券口座は狙われない”が崩れた

• 中には「情報流出の心当たりがない」人多数

→被害者のPCを借り受けてフォレンジック

2025年5月20日「クローズアップ現代」

②新手口のオンライン詐欺：証券口座乗っ取り



クローズアップ現代 「あなたの口座が乗っ取られる!? パスワード流出の実態」

ダイジェスト映像



▼生成AIの悪用

・言葉の壁の破壊、サイト生成にも活用

▼多国籍分業・CaaS市場の拡大

・中国系グループの暗躍の気配

▼インフォスティーラーの登場

・売買されていたアカウント情報11万件中約３万件

▼フォレンジックの結局“フィッシング”

攻撃側がどれだけ進歩しても、結局人間がリスクに

②新手口のオンライン詐欺：証券口座乗っ取り



• 「だまされる訳がない」と思う人ほどだまされる

• 怪しい投資広告や勧誘DMは見るけどその先はあまり
知らない

→実際にやってみよう

（ひたすらYouTubeを回す）

③新手口のオンライン詐欺：SNSなりすまし広告



▼手の込んだ劇場型詐欺

アシスタント、先生、サクラetc.が毎日投稿

1人でも釣り上げたら数百万～数億円の収益

→ばらまきが増えるのは自明

▼SNSの普及→1対1で詐欺にあう

・プロの詐欺師に勝てるわけがない

・周囲の人が止めるチャンスがない

③新手口のオンライン詐欺：劇場型のLINE

↓ご参考



▼最初はWEB記事＆記者解説で

当事者取材と業界取材

WEB記事が広く読まれ「嫌だった」が可視化

▼レシピサイトに“エロ広告”

声明をまとめただけのこたつ記事にはしたくない

→会社側に取材しインタビューとコメントを掲載

▼続報を出し続けた影響

新聞、TV、Abemaと多くのメディアが取り上げ

→世論の見える化につながったのでは

③ネット広告：性的広告
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